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	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":"#000000","text":"1．自己《じこ》紹介《しょうかい》\n\nはじめまして、鈴木《すずき》大輔《だいすけ》と言《い》います。28歳《さい》で、東京《とうきょう》に住《す》んでいます。東京《とうきょう》は、日本《にほん》の中心《ちゅうしん》であり、世界中《せかいじゅう》の｜人々《ひとびと》が集《あつ》まる大都市《だいとし》です。ビジネスやファッション、テクノロジー、アートなど、さまざまな分野《ぶんや》で最先端《さいせんたん》の文化《ぶんか》が生《う》まれています。東京《とうきょう》では、毎日《まいにち》が忙《いそが》しく、いろいろな刺激《しげき》を受《う》けることができ、エネルギッシュな毎日《まいにち》を送《おく》っています。\n一方《いっぽう》で、京都《きょうと》は東京《とうきょう》とは全《まった》く違《ちが》う魅力《みりょく》を持《も》つ場所《ばしょ》です。京都《きょうと》は、千《せん》年《ねん》以上《いじょう》の歴史《れきし》があり、日本《にほん》の伝統《でんとう》的《てき》な文化《ぶんか》や美《うつく》しい景観《けいかん》が今《いま》でも大切《たいせつ》に守《まも》られています。昔《むかし》からあるお寺《てら》や神社《じんじゃ》、町《まち》の風景《ふうけい》が、今《いま》も大切《たいせつ》に残《のこ》されていて、訪《おとず》れると心《こころ》が｜落《お》ち着《つ》きます。\n普段《ふだん》は東京《とうきょう》で生活《せいかつ》している私《わたし》ですが、京都《きょうと》を訪《おとず》れると、その静《しず》かな時間《じかん》と深《ふか》い歴史《れきし》に触《ふ》れることができ、リフレッシュすることができます。今日《きょう》は、東京《とうきょう》の活気《かっき》に満《み》ちた都市《とし》文化《ぶんか》と、京都《きょうと》の静《しず》かな伝統《でんとう》文化《ぶんか》、それぞれの魅力《みりょく》を皆《みな》さんに紹介《しょうかい》したいと思《おも》います。まずは東京《とうきょう》の魅力《みりょく》を紹介《しょうかい》し、その後《ご》、新幹線《しんかんせん》で京都《きょうと》に移動《いどう》して、京都《きょうと》の観光《かんこう》地《ち》や食《しょく》文化《ぶんか》をお伝《つた》えします。東京《とうきょう》と京都《きょうと》、それぞれの良《よ》さを一緒《いっしょ》に学《まな》んでいきましょう！","rotate":0,"settings":{"columnNum":10,"columnFlg":false,"lineCharMax":40,"lineNumberFlg":false,"gothicFlg":true,"lineSpace":"0.5","verticalFlg":false,"charSpace":"0"}} 
	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":"#000000","text":"2．東京《とうきょう》の代表《だいひょう》的《てき》な名所《めいしょ》\n\n東京《とうきょう》には、たくさんの有名《ゆうめい》な場所《ばしょ》があります。その中《なか》でも特《とく》に知《し》られているのが、東京《とうきょう》タワー、浅草寺《せんそうじ》、渋谷《しぶや》のスクランブル交差点《こうさてん》です。これらの場所《ばしょ》は、東京《とうきょう》を訪《おとず》れる際《さい》にぜひ｜立《た》ち寄《よ》りたいスポットです。\nまず、東京《とうきょう》タワーです。東京《とうきょう》タワーは1958年《ねん》に建《た》てられた高《たか》さ333メートルのタワーで、東京《とうきょう》の街《まち》を一望《いちぼう》することができます。夜《よる》になるとライトアップされ、その美《うつく》しい景色《けしき》を楽《たの》しむことができます。また、東京《とうきょう》スカイツリーもあります。スカイツリーは2012年《ねん》に完成《かんせい》し、634メートルの高《たか》さを誇《ほこ》り、世界《せかい》で最《もっと》も高《たか》い電波《でんぱ》塔《とう》です。スカイツリーの展望《てんぼう》台《だい》からは、東京《とうきょう》の街《まち》並《な》みだけでなく、晴《は》れた日《ひ》には、富士山《ふじさん》が見《み》えることもあります。どちらのタワーも東京《とうきょう》の象徴《しょうちょう》的《てき》な存在《そんざい》として、訪《おとず》れる価値《かち》があります。\n次《つぎ》に、浅草寺《せんそうじ》です。浅草寺《せんそうじ》は東京《とうきょう》で最《もっと》も古《ふる》いお寺《てら》のひとつで、観光《かんこう》客《きゃく》にもとても人気《にんき》があります。特《とく》に雷門《かみなりもん》は有名《ゆうめい》で、そこをくぐると、参道《さんどう》にお土産《みやげ》屋《や》さんが並《なら》んでいます。参道《さんどう》を歩《ある》きながら、お寺《てら》にお参《まい》りするのは東京《とうきょう》の伝統《でんとう》を感《かん》じる素晴《すば》らしい体験《たいけん》です。\nまた、渋谷《しぶや》のスクランブル交差点《こうさてん》も有名《ゆうめい》です。ここは、東京《とうきょう》の街《まち》を象徴《しょうちょう》する場所《ばしょ》のひとつで、信号《しんごう》が青《あお》になると、四方《しほう》から一斉《いっせい》に歩行《ほこう》者《しゃ》が渡《わた》り、まるで人《ひと》の波《なみ》のように見《み》えます。さらに、渋谷《しぶや》には｜ハチ公《はちこう》像《ぞう》や、ファッションの中心《ちゅうしん》地《ち》として知《し》られる渋谷《しぶや》109もあります。｜ハチ公《はちこう》像《ぞう》は、｜待《ま》ち合《あ》わせの場所《ばしょ》として非常《ひじょう》に有名《ゆうめい》で、毎日《まいにち》多《おお》くの｜人々《ひとびと》が集《あつ》まります。渋谷《しぶや》109は、若者《わかもの》向《む》けのファッションの中心《ちゅうしん》地《ち》で、最新《さいしん》のトレンドを追《お》いかけることができます。\nこれらの名所《めいしょ》を訪《おとず》れると、東京《とうきょう》の活気《かっき》や多様《たよう》性《せい》を感《かん》じることができます。それぞれの場所《ばしょ》には、東京《とうきょう》の歴史《れきし》や文化《ぶんか》、現代《げんだい》的《てき》な魅力《みりょく》が色濃《いろこ》く反映《はんえい》されています。東京《とうきょう》を歩《ある》きながら、その魅力《みりょく》を実感《じっかん》してみてください。","rotate":0,"settings":{"columnNum":10,"lineSpace":"0.5","columnFlg":false,"charSpace":"0","lineNumberFlg":false,"verticalFlg":false,"gothicFlg":true,"lineCharMax":40}} 
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